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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
老
人
福
祉
週
間
事

業
の
一
環
と
し
て
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦

に
記
念
写
真
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
昭
和
３２
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

が
該
当
に
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
町
社
協
ま

で
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
職
場
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
結
婚
相
手
に
め
ぐ

り
あ
う
機
会
の
少
な
い
方
の
た
め
に
、
町
で
は
結

婚
相
談
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
相
談
所
で
は
、
結
婚
相
手
の
紹
介
や
相
談

に
応
じ
、
生
涯
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
捜
し
を
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。
２１
名
の
相
談
員
が
お
互
い
の

情
報
を
交
換
し
な
が
ら
お
応
え
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な
く

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
船
　
津
】 

梶
原 

智
恵
子
、 

五
味 

キ
エ
子

【
小
　
立
】 

広
瀬 

 
 

恭
平
、 

渡
辺 

か
め
子
、

　
　
　 

 

　 

渡
辺 

ふ
み
江
、 

宮
下
　
正
美 

【
大
　
石
】 

堀
内 

ち
か
子
、 

堀
内
　
初
美

【
河
　
口
】 

古
屋 

ま
つ
子
、 

渡
辺
　 

巴

【
勝
　
山
】 

小
佐
野 
 

近
、 

小
佐
野 

之
婦
子
、

　
　
　 

 

　 

在
原 

か
な
江
、 

流
石
　
勝
子 

【
足
和
田
】 

宮
下 

 
 

昭
夫
、 

三
浦
　
捷
美
、

　
　
　
　 
 
 

渡
辺 

美
恵
子
、 

渡
辺
　
美
明

【
上
九
一
色
】 

小
林 

 
 

竹
光
、 

山
口 

ひ
と
み
、

　
　
　 

　
　
三
浦 

 
 

元
幸

【
事
務
局
】 

町
社
協
（
７
２
‐
１
４
３
０
）

　
大
石
福
祉
推
進
会
（
堀

内
満
命
会
長
）
で
は
、
７
月

１１
日
（
水
）
に
、
大
石
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
『
い

き
や
ぁ
り
』
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
健
康
科
学
大

学
の
学
生
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
大
石
地

区
敬
老
会
の
ビ
デ
オ
を
見
た
り
、
自
家
製
野
菜
で

作
っ
た
漬
け
物
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
、
過
ご
し
ま
し

た
。
こ
の
会
は
、
平
成
１０
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
毎
月

第
２
水
曜
日
に
実
施
。
当
町
の
小
地
域
福
祉
活
動

で
は
、
河
口
地
区
に
続
き
、
２
箇
所
目
で
、
高
齢
者

サ
ロ
ン
の
先
駆
け
と
し
て
活
動
中
。

　
富
士
桜
（
本
町
二
丁
目
・
七
軒
町
一
丁
目
・

　
　
七
軒
町
二
丁
目
・
七
軒
町
中
）

　
　
　
ス
バ
ル
（
富
士
見
町
一
丁
目
・
市
道
町
）

　
富
士
桜
・
ス
バ
ル
い
き
い
き
会
（
古
賀
秀
秋

会
長
）
で
は
、
６
月
３０
日
（
土
）
に
、
七
軒
町
二
丁

目
公
民
館
に
お
い
て
、
７５
歳
以
上
の
方
を
招
き
、
町

社
協
職
員
に
よ
る
、
血
液
循
環
を
よ
く
す
る
体
操

や
、
今
後
の
活
動
に
む
け
て
の
聞
き
取
り
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
高
齢
者
へ

の
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

的
に
、
区
長
、
自
治
会
長
、

民
生
児
童
委
員
、
福
祉
委

員
が
連
携
し
て
、
実
施
し

て
お
り
、
当
日
は
総
勢
３０

名
が
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

金
婚
式
の
ご
夫
婦
に

　
　
　
記
念
写
真
を
贈
呈
し
ま
す
。

『
結
婚
相
談
所
』
か
ら
の
お
知
ら
せ

＝ 

相
談
員
の
紹
介 

＝

大
石
地
区 

『
い
き
や
ぁ
り
』
会

近
隣
同
士
で
支
え
合
う

　
　
　
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

船
津
地
区
　
富
士
桜
・
ス
バ
ル
区

山
梨
宝
石
博
物
館
だ
よ
り

山
梨
宝
石
博
物
館
だ
よ
り

　
夏
と
い
え
ば
灼
熱
の
太
陽
を
連
想
し
ま
す

が
、
８
月
の
太
陽
は
黄
金
色
に
輝
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
８
月
の
誕
生
石
と
し

て
ペ
リ
ド
ッ
ト
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　　
象
徴
す
る
言
葉:

【
夫
婦
の
幸
福
、
和
合
】

　
硬
　
度
　6.5

～7

　
比
　
重
　3.34

　
届
折
率
　1.653

～1.689

　
結
晶
系
　
斜
方
晶
系

　
化
学
式
　(

Mg

、Fe)
2SiO4

　
主
産
地
　
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
島
（
エ
ジ
プ
ト
）
、

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ

　
　
　
　
　
ン
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
キ
リ
ス
ト
が
、
最
後
の
祈
り
を
捧
げ
た
園
が

聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
近
郊
の
オ
リ
ー
ブ
山
の
麓
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
山
を
和
名
カ
ン
ラ
ン
山
と
呼

び
ま
す
。
こ
れ
と
同
様
に
、
日
本
で
は
オ
リ
ー

ブ
色
を
し
た
ペ
リ
ド
ッ
ト
を
カ
ン
ラ
ン
石
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
オ
リ
ー
ブ
の
こ
と
を
カ
ン
ラ
ン

と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
カ
ン
ラ
ン
科
の
植
物

を
モ
ク
セ
イ
科
の
オ
リ
ー
ブ
と
混
同
し
、
誤
称

し
た
も
の
が
通
称
に
な
っ
た
例
で
す
。
鉱
物
学

が
確
立
さ
れ
る
ま
で
は
、
宝
石
は
専
ら
色
で
区

別
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、ペ
リ
ド
ッ
ト
は
エ
メ

ラ
ル
ド
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
紀
元
前
後

の
古
代
に
は
、
紅
海
の
ト
パ
ゾ
ス
島(

現
在
の
セ

ン
ト
・
ジ
ョ
ン
島)

か
ら
産
し
た
の
で
ト
パ
ー
ズ

と
呼
称
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
太
陽
神
を
国
家
の
象
徴
と
し
て
い
た
古
代
エ

ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
、「
太
陽
の
石
」
と
し
て
崇

拝
し
、
こ
こ
で
採
れ
た
ペ
リ
ド
ッ
ト
は
王
の
后

に
献
上
さ
れ
、
王
冠
や
装
飾
品
に
多
く
使
用
さ

れ
ま
し
た
。
日
照
不
足
や
飢
饉
が
続
く
と
、フ
ァ

ラ
オ
は
ペ
リ
ド
ッ
ト
を
使
っ
て
太
陽
神
に
祈
り

を
捧
げ
た
と
い
い
ま
す
。
ペ
リ
ド
ッ
ト
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
十
字
軍
の
遠
征
に

よ
っ
て
で
す
。
黄
金
と
共
に
持
ち
帰
っ
た
ペ
リ
ド

ッ
ト
は
教
会
な
ど
に
献
納
さ
れ
、
儀
式
や
装
飾

用
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
ふ
つ
う
宝
石
は
昼
と
夜
で
輝
き
が
異
な
る
の

に
対
し
て
、ペ
リ
ド
ッ
ト
は
光
の
反
射
が
強
い
の

で
わ
ず
か
な
光
で
も
輝
き
ま
す
。
ま
た
、ペ
リ
ド

ッ
ト
は
金
と
よ
く
調
和
し
そ
の
取
り
合
わ
せ

が
夫
婦
の
よ
う
に
相
手
を
輝
か
せ
る
こ
と
か
ら

「
夫
婦
の
幸
福
」
、「
夜
の
恐
怖
を
取
り
除
く
」
、

な
ど
の
よ
う
に
宝
石
こ
と
ば
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
古
く
か
ら
痔
の
治
療
に
用
い
ら
れ

た
と
さ
れ
、
肝
臓
や
脾
臓
の
不
調
を
改
善
す
る

な
ど
の
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
産
地

と
し
て
は
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
島
が
有
名
で
す
が
、

こ
の
島
は
い
つ
も
霧
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
船

乗
り
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
はT

o
p
a
z
i
n
(

捜
し
求

め
る)

と
呼
ば
れ
、
海
賊
が
こ
の
島
で
食
料
に
な

る
草
木
を
捜
し
て
い
る
と
き
に
ペ
リ
ド
ッ
ト
を

発
見
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
現
在
の
日

本
に
お
い
て
も
ペ
リ
ド
ッ
ト
は
産
出
し
ま
す
が
、

宝
石
と
し
て
良
質
な
も
の
は
少
な
く
、
鉱
物
見

本
程
度
の
も
の
し
か
採
取

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
ま
れ
に
隕
石
の
中
か

ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
ペ
リ
ド
ッ
ト
に
限
ら
ず

鉱
物
の
多
く
が
他
の
天
体

か
ら
や
っ
て
来
た
証
明
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

八
月
の
誕
生
石
【
ペ
リ
ド
ッ
ト
】

　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
ん
ら
ん
石
）
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ISO 14001ISO 14001ISO 14001
　ＩＳＯ１４００１は、組織活動が環境に及ぼす影響を最小限にくい止めることを目的に定められた環境に関する
国際的な標準規格です。富士河口湖町環境管理システムでは、町長によって宣言された環境方針を実現に近
づけるために、その具体的な到達点として「環境の目的･環境目標」を設定し、その達成状況により環境管理の
進捗を判断する目安としています。
　目標が未達成及び不適合が生じたものについては、今後の目標達成に向けて見直しを図り、是正措置を講
じて参ります。

● 平 成 18年 度 集 計 結 果

町役場業務においての環境保全活動 (富士河口湖町環境管理システム)

③－2 節水活動の

推進
事務サイトの水道使用量の削減 ○

×

③省エネルギー、省

資源

③－１省エネ活動の

推進

事務サイトの電気使用量削減 621,724kwh
663,461kwh／年以下

（対１６年度比1.5％減)

１，３６１㎡
1,528㎡／年以下

（対１６年度比1.5％減）

○

③－3コピー用紙使

用量削減
コピー用紙使用枚数把握と削減 3,169,682枚

2,407,561枚／年以下

（対１６年度比1.5％減）

③－４庁内リユース

推進
事務用品購入額削減 2,597,512円 ×

×

×

2,070,936円／年以下

（対１６年度比４％減）

①良好な環境の創出
①－１湖の環境保全
に貢献する基盤整備
を進める

①－３ 沿道の緑化・

景観整備を進める

①－２ 多様な公園整備

を進める

人口増加に対する下水道の普及促進 １３，５００人以上

新規都市公園整備

継続

継続 １７年度から

累計35,708�

○

×

×

○

１３，７６４人

新規供用都市公園面積の拡大

25件以上 １３本 ×

○

○

まちなみ飾花補助の推進

２５件／年以上 ２７件花の種銀行事業の推進

１８枚／年以上 １２枚広告看板集合化事業推進

１３０本／年以上 ２９件高木の植栽拡大

②国際観光地に

　ふさわ�しい環境

　美化

�②－１ 観光拠点

　周辺の美化推進

②－２ イベントに

よるゴミの発生抑制
9.2ｇ／人以下 9.2ｇ／人 ○環境配慮型イベント運営の推進

②－３ 環境保全意識

啓発内容を含むイベ

ントの実施

×イベントによる環境保全意識啓発

分館１館建設完了 完了 ○リサイクルセンター分館建設の推進

３回／年以上 ３回全町的な湖畔周辺の清掃活動の実施

2件／年以上 １件

○エココンサートによる環境保全意識啓発 2件／年以上 ２件

環 境 目 的 環 境 目 標 目 標 値 実 績 値 評価

④－2 庁内における

一般廃棄物発生量の

削減

一般廃棄物発生量の削減 7,013.7kg
6,894kg／年以下

（対１６年度比４％減）

④リサイクル

④－１ 庁内における

有価物の回収

有価物回収量の拡大 9,934.5kg
9,981kg／年以上

（対１６年度比２５％増）

EC00J0306EC00J0306
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※以上の項目以外にもシステムでは、環境目的・目標に取り上げることはできないが、監視測定しながら一定
　基準内に維持・管理してゆく項目が設定されており次のとおりです。（ボイラーで使用する重油の使用量、
　灯油の使用量、ＬＰガスの使用量、地下水揚水量、井戸設置数、開発申請への指導件数、事務サイト以外の
　電力・水道使用量、保育所での生ゴミ排出量）

富士河口湖町環境管理事務局（環境課内）℡72－3169

富士河口湖町環境管理システム(ISO14001)についてのお問合せ

④－３町内における

一�般廃棄物発生量の削減
生ごみ処理機器補助の件数 20件１０件／年以上

リサイクル実績量の拡大
98,800kg／年以上

（対１５年度比１５％増）

318.6ｔ／年以上
（対１５年度比１０％増）

⑤グリーン調達

⑤－1環境配慮型事務

用品の使用拡大

指定事務用品に占める環境配慮型事務用品

使用比率の拡大
95.2％ ○使用率９5%以上

⑥公共事業等の環境

�配慮

⑥－1 環境配慮指針

の作成と適用

公共事業・イベントに関する環境配慮指針の

運用
29件 ○

○

○

適用４項目

⑦環境基本計画と循

�環型社会の実現

⑦－１環境マネジメ

ントシステムの拡大

全庁的な環境マネジメントシステムの運営

上九一色出張所

精進本栖保育所

富士ヶ嶺保育所

生涯学習館

公共施設３ヶ所に新規
導入

95％以上 92％
⑧－３町職員対象の

環境研修受講率
全体環境研修の受講率

リサイクル啓発活動の拡大

×

1,661名参加者1,300名以上

1,873人以上
（対１５年度比１５％増）

⑧－４町民の環境

学習機会の拡大

青少年・社会人を対象とした公的環境学習

参加人数の拡大
○

×

2,016名

ウォーキング協会によるノーカー運動の推進 １8件／年以上 15件

○

船津17件
小立21件
大石４件
河口10件
こもも7件
勝山4件
足和田6件

各保育所年4件以上
⑧－２保育所での

児童への環境教育
絵本・紙芝居による環境意識啓発

○

広報に掲載・

環境報告書発行

広報誌３回掲載、
環境報告書発行

⑧意識啓発

⑧－１環境マネジメ

ント成果の公表

広報誌による成果公表の機会の拡大

○

○

清掃事業所での有価物の回収の拡大 534ｔ ○

環 境 目 的 環 境 目 標 目 標 値 実 績 値 評価

100,021kg

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
地
区
収
集
場
所

○
富
士
吉
田
市
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
休
止
の

お
知
ら
せ

　
８
月
15
日
（
水
）
、
16
日
（
木
）
は
富
士
吉
田
市

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
が
お
盆
休
み
と
な
り
ま
す
。

「
可
燃
ご
み
」
は
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
む
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
お
盆
の
お
供
え
物
の
収
集
に
つ
い
て

　
河
口
湖
地
区
に
お
い
て
は
例
年
実
施
の
と
お

り
、
お
盆
の
お
供
え
物
を
収
集
し
ま
す
。
河
川
に

流
さ
ず
、
次
の
収
集
場
所
へ
８
月
16
日
（
木
）
の

午
前
中
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
当
日
の
午
後
に

収
集
し
、
翌
日
処
理
し
ま
す
。
）

船
津
地
区
：
河
口
湖
ホ
テ
ル
前
の
消
防
道
路

　
（
浅
川
）
　
た
た
み
岩
入
口
ト
イ
レ
の
横

　
　
　
　
　
浅
川
中
央
川
下
流
の
河
川
敷

小
立
地
区
：
乳
ヶ
崎
土
地
改
良
区
ポ
ン
プ
場
横

　
　
　
　
　
妙
法
寺
裏
の
八
木
崎
公
園
入
口

　
　
　
　
　
久
保
花
木
別
荘
北
側
道
路

大
石
地
区
：
前
浜
の
消
防
道
路
末
端

　
　
　
　
　
後
藤
木
炭
倉
庫
前

　
　
　
　
　
中
沢
橋
横

河
口
地
区
：
大
桧
横

　
　
　
　
　
善
応
寺
入
口

　
　
　
　
　
横
町
渡
船
場
入
口

　
　
　
　
　
広
瀬
バ
ス
停
付
近

注
）
収
集
場
所
で
は
、
線
香
を
た
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。
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８
月
は
、
現
況
届
の

　
　
　
　
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
８
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
け
は
、

毎
年
８
月
１
日
現
在
の
状
況
（
前
年
所
得

を
含
む
）
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

資
格
の
有
無
及
び
手
当
額
を
決
め
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
定
め
ら
れ
た
期
間
中
に

「
現
況
届
」
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
、
事
前
に
認

定
者
に
町
役
場
よ
り
送
付
い
た
し
ま
す
。

■
提
出
期
間
　

　
８
月
７
日
（
火
）
～
８
月
21
日
（
火
）

　
（
平
日
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　 
 

水
曜
日
の
み
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

●
詳
し
く
は
、
町
役
場
福
祉
推
進
課

　
児
童
福
祉
係
（
℡
72
‐
６
０
２
８
）
ま
で

　
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

　
　
認
定
者
の
み
な
さ
ま

※同時に２名以上の児童が入所する世帯について、第１～第６階層の世帯は最年長児を全額、２人�目を５割軽減
、　３人目以上を免除とする。第７～第９階層の世帯は最年少児を全額、２人目を５割軽減、３人以上を免除とする

　平成19年度富士河口湖町保育料についてお知らせします。

　本年度は、保育料階層算定にあたり、住民税課税世帯及び所得税課税世帯区分を細分化し、さらに多子世

帯対応として、同時3人以上入所世帯の10分の1階層をなくし、それぞれ保育料の軽減を図りました。(年間

700万円程度の軽減)

　今年の保育所運営の財源内訳は、保護者の皆様方からいただく保育料1億8千万円、国や県からの補助金

や各地区財産区からの繰り出し金が2千万円、町の一般会計から4億4千万円となります。約800人の児童に

対し多額の費用がかかっています。大変恐縮ですが、今後とも保育料の納入について保護者の皆さまのご

理解とご協力をお願いします。

平成１９年度富士河口湖町保育所徴収金基準額表

平成１９年度の保育料について

番号

1

2

3

5

6

8

9

11

12

14

15

17

18

20

21

23

24

（全　　額）

（１／２額）

（全　　額）

（１／２額）

（全　　額）

（１／２額）

（全　　額）

（１／２額）

（全　　額）

（１／２額）

（全　　額）

（１／２額）

（全　　額）

（１／２額）

（全　　額）

（１／２額）

０

８，０００

４，０００

１１，５００

５，７５０

１７，５００

８，７５０

２２，５００

１１，２５０

２７，５００

１３，７５０

４１，５００

２０，７５０

４６，５００

２３，２５０

４７，５００

２３，７５０

０

５，５００

２，７５０

１０，０００

５，０００

１５，０００

７，５００

２０，０００

１０，０００

２５，０００

１２，５００

２８，０００

１４，０００

２８，５００

１４，２５０

２９，０００

１４，５００

０

５，５００

２，７５０

１０，０００

５，０００

１５，０００

７，５００

２０，０００

１０，０００

２２，０００

１１，０００

２２，５００

１１，２５０

２３，０００

１１，５００

２３，５００

１１，７５０

1

2

3

4

5

6

7

8

9

階層区分 ３歳未満児 ３歳児 ４歳以上児 階　　層　　定　　義

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む）

第１階層及び

第5～第9階層

を除き、前年度

分の町民税の

額の区分が右

の区分に該当

�する世帯

第１階層及び

第2～第4階層

を除き、前年度

分の所得税の

額の区分が右

の区分に該当

�する世帯

町民税非課税世帯

町民税均等割課税世帯

町民税均等割課税世帯

３２，０００円未満

３２，０００円以上

�７２，０００円未満

７２，０００円以上�

１８０，０００円未満

１８０，０００円以上�

４５９，０００円未満

４５９，０００円以上
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　小立土地区画整理事業の換地設計の進捗に伴い、

道路位置が具体化したため、都市計画に既に定め

られた地域の根幹的幹線道路と組み合わせて、円

滑な都市活動を推進するため今回都市計画道路に

西１号線西２号線の追加を予定しています。

　また、それに伴い若干ですが既存の都市計画道

路船津小海線の交差点及び幅員を一部変更する予

定です。

　今後都市計画決定の手続きに入る予定ですので

よろしくお願いいたします。

都市計画の変更について

お問い合わせは、都市整備課 ℡ 72－1976

　
家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
求
め
て
い
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

児
童
相
談
所
が
里
親
さ
ん
の
お
世
話
を
し
ま
す
。

養
育
費
の
支
給
や
各
種
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

里
親
さ
ん
に
な
る
の
に

　
　
　
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
参
加
者
募
集

 

男
性
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
か
ら
自

分
の
健
康
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
か
？

　
今
年
度
は
、
手
軽
で
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
料
理
の
調
理
・
試
食
と
健
康

や
食
生
活
に
つ
い
て
の
簡
単
な
お
話
を
初
級
編
と
応
用

編
の
２
回
シ
リ
ー
ズ
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

応
募
資
格
は
「
町
内
在
住
の
男
性
」
で
あ
る
こ
と
の
み
。

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
：
第
１
回
（
初
級
編
）
　
９
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　
　
第
２
回
（
応
用
編
）
　
10
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　
　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
　
（
予
定
）

■
場
　
所
：
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
調
理
室
及
び
大
広
間

■
持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る

　
　
　
　
　 
も
の
・
手
拭
き
用
タ
オ
ル
・
筆
記
具
な
ど

■
申
し
込
み
先
：
町
役
場 

健
康
増
進
課 

　
　
　
　
　
　
　
健
康
増
進
係
（
℡
72-

６
０
３
７
）

 
 
 
 
 
 

　
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で 

■
締
め
切
り
：
８
月
31
日
（
金
）

■
参
加
費
用
：
無
料

　
里
親
と
は
、
親
の
病
気
や
離
婚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
に
よ
っ
て
、
あ
た
た
か
い
家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
求
め

て
い
る
お
子
さ
ん
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情

と
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と

で
す
。
里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
、
里

親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
に
お
子
さ
ん
の
養
育
を

お
願
い
す
る
制
度
で
す
。
養
育
を
お
願
い
す
る
期
間
は
、

数
日
間
か
ら
数
年
間
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
児
童
相
談

所
で
詳
し
い
説
明
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
ご
家
族
合
意
の
上
で

児
童
相
談
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
後
、
ご

家
庭
へ
の
訪
問
や
数
日
間
の
研
修
を
へ
て
、
お
子
さ
ん

の
養
育
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
養
育
中
に
問
題
や
悩
み
事
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
い

つ
で
も
気
軽
に
児
童
相
談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　
里
親
さ
ん
に
望
ま
れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
が
大
好
き
で

あ
る
こ
と
、
健
康
的
で
明
る
い
家
庭
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
養
育
費
が
、
公
費
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
所
得
税
法
上
の
扶
養
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
万
一
、
養
育
中
の
お
子
さ
ん
が
事
故
に
遭
っ
た
り
、

ま
た
は
事
故
な
ど
を
起
こ
し
て
里
親
さ

ん
に
賠
償
責
任
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

「
里
親
賠
償
責
任
保
険
」
等
に
よ
る
補

償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
先
　
山
梨
県
都
留
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　
　
都
留
市
田
原
３
‐
３
‐
３

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
４
５
‐
７
８
３
５
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みんなの生涯学習みんなの生涯学習みんなの生涯学習
みなさんのやる気を

応援します!

お問合せ・お申込み：生涯学習課【℡72－6053】

前回大好評だったフェルト教室！今回も原毛（羊毛）からフ
ェルトを作り、あるものを使ってかばんの形にしていき
ます。冬に向けてあったかなかばんを作りましょう♪

　大人になる大事な節目、懐かしの顔ぶれが揃う成人式。
一生の思い出に残るような成人式を新成人の皆さんで創り
ましょう！成人式でどんなことができるか、どんなアトラクシ
ョンをしたいかなどなど、様々な希望や意見をお持ちの方、
　ぜひ一緒に素敵な成人式を計画しましょう。たった一度
の成人式を作るのは新成人の皆さんです。

フェルトd
e手さげかばんフェルトd
e手さげかばんフェルトd
e手さげかばん

～フワフワ・あったか・やさしい～

日　程

時　間

場　所

講　師

持ち物

参加費

定　員

8月28日(火)、8月29日(水)
9月4日(火)、9月5日(水)　全4回

1300円程度(材料費)

13:30～

子ども未来創造館

12名(なり次第しめきり)

石井さつき先生

はさみ、油性マジック、エプロン、ハンドタオル、定規(30㎝位)、
針、糸、チャコペン、めん棒(30㎝位)、タオル2枚

お問合せ・お申込み：生涯学習課【℡72－6053】

TEL：７２－６０５３（教育委員会生涯学習課）

対　象
未就学児を子育て中のお母さん
(託児あり)

持ち物

参加費 300円

日　時 8月30日(木)　10:00～12:00

場　所 子ども未来創造館

定　員 15名(なり次第しめきり)

講　師 石井さつき先生

太い針、糸、はさみ、タオル、小さい洗濯ネット(ある人)

河口地区 盆踊り大会

大石地区 盆踊り大会

納涼 盆踊り大会納涼 盆踊り大会納涼 盆踊り大会

8月15日(水)　19:30～
河口浅間神社参道北側駐車場

8月14日(火)　18:00～
大石小学校校庭

＊会場への車乗り入れはご遠慮ください。駐車場は多目的広場になります。
＊雨天の場合は翌日に延期します。但し16日雨天の場合は中止になります。
＊8月9日、10日19:30より河口住民センターで盆踊り練習があります。

湖畔の涼しい風に吹かれて
夏の思い出づくりに来ませんか？

参加者サービスや子ども向けの出店など内容盛りだくさん！
【お問合せ：河口出張所　℡76－7302】

【お問合せ：大石出張所　℡76－7702】

今年も盆踊りの季節がやってきます。
皆さんでお出かけください。

＊ストラップか髪かざりどちらか1つを作ります。

1987年4月2日から1988年4月1日生まれの方が対象です

～心にサプリメント～～心にサプリメント～

フェルト教室フェルト教室フェルト教室

＊仕上がりの大きさは23cm×27cmくらいです。＊仕上がりの大きさは23cm×27cmくらいです。

　育児にはお母さんの心が健康であることが大切！少しの
時間、子どもと離れて自
分のために時間を使っ
てみませんか？今回はフ
ワフワの原毛をコロコロ
丸めてストラップかゴム
飾りを作ります。子育て
中のガンバルお母さん
必見！もちろん託児もあ
ります。

Part1
～ストラップor髪かざりづくり～

成人者のつどい
実行委員大募集!!
成人者のつどい
実行委員大募集!!

平成19年度

メール：syougai@town.fujikawaguchiko.lg.jp


